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Abstract : Due to the heavy snowfall in 2014 that caused extensive damage to buildings in the metropolitan area, the method for 

calculating snow loads is about to change from using the snow depth on the ground and the roof shape coefficient to estimating the 

snow weight on the ground based on precipitation and temperature data. The question arises as to how to distribute the estimated 

weight of snow on the ground to the roof and what kind of distribution is dangerous. In this study, the snow load distribution in 

Angled Ramen Structure is evaluated by the size of the bending moment of the beam, not by the snow load, as a specific method to 

define the most unfavorable snow load distribution based on real and measured phenomena. 

 

１． はじめに 

本研究では，その１に引き続き，山形ラーメン構造

を対象として実現象や実測値を基に積雪分布やその

条件を設定し，最も不利な積雪荷重分布を定義する具

体的な方法として，部材の曲げモーメントの大きさを

指標として評価する． 

２． 数値解析概要［１］ 

骨組に対して最も不利な積雪荷重分布を検討する

ために，スパン L＝24m，高さｈ＝8m，ライズ＝3.6ｍ

の山形ラーメン構造に対して，境界条件はピン柱脚と

固定柱脚の構造モデルを設定する（Figure1）．各部材

の断面 2 次モーメントは同一とする．  

 荷重モデルおよび曲げモーメントの算定方法に関し

ては，その１と同様である. 

屋根積雪荷重分布設定の方針として等分布荷重を

基本とし，風による偏分布荷重を荷重モードとして設

定する．構造モデルの左手を風上，右手を風下とし，

山形形状屋根の実際の現象や，計測した実測値［2］を

基に下記のような条件設定を行う． 

1）風上側から荷重が移動する，2）移動前の荷重ブ

ロックが分断されない，3）移動後の荷重ブロックが

分断されない，4）柱頭の端側部分にあるブロックは

ブロック差を考慮しない，5）前後の荷重ブロック差

が 2 つまで移動可能（1 ブロック移動の場合），6）前

後の荷重ブロック差が半ブロック 3 つまで移動可能

（半ブロック移動の場合），7）棟を境に風上側のブロ

ックだけ移動する，8）棟を境に風下側は移動しない，

を条件として設定した(Figure 3)．以上のことから載荷

パターンを決めて解析をして各点の曲げモーメント

を求める． 

 

a）Pin column base 

 

ｂ）Fixed column base 

Figure 1．Structural model Fixed column base 

３． 解析結果 

 今回の解析で得られた各ブロック移動数の載荷パタ

ーンから，最大曲げモーメントの値の中で最大値と最

小値になったパターンを抜粋して Figure 4 に示す。 

 ピン柱脚の全パターンの解析の結果から，1 ブロッ 
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Figure 3．Condition setting 

ク移動では，最大曲げモーメントが見られる所として，

ほとんどが梁中央部に見られ，載荷パターンの傾向と

しては，棟付近に荷重が集まると，最大曲げモーメン

トが大きくなり，柱頭付近に荷重が集まると小さくな

る．半ブロック移動では，最大曲げモーメントが見ら

れる所として，すべての載荷パターンで柱頭部に見ら

れた．半ブロックと 1 ブロック移動を比較して，風上

側に半ブロックがある状態だと梁中央部のモーメン

トが小さくなり，風上側にブロックが無い状態だと大

きくなる．荷重ブロック移動数 10（半ブロック）では，

1 ブロック移動の載荷パターンより細かい載荷パター

ンであるが，どれも近い値となっている． 

固定柱脚の全載荷パターンの解析の結果から，最大

曲げモーメントが見られる所として，等分布を除いて

全ての載荷パターンは，風下側の柱頭に見られた．最

大曲げモーメントの値は，棟付近に荷重が集まると大

きくなり，柱頭部付近に集まると小さくなる傾向があ

った．風上側に半ブロック残っている状態の時は，各

パターンの最大曲げモーメントの値にあまり差が少

なく，風上側にブロックが無い状態の時は，各載荷パ

ターンの差が大きい．荷重ブロック移動数 10（半ブロ

ック）は、ピン柱脚同様にどれも近い値である． 

４． まとめ 

 今回山形ラーメン構造のモデルに実測値や実現象

を基した，積雪分布を各載荷パターンにして検討した．

結果としては，棟付近の荷重が集まると最大曲げモー

メントが大きくなり，柱頭付近に集まると小さくなる

傾向がわかった．今後は，荷重指針で使われている積

雪分布と比較して検討したい． 
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a）ピン柱脚 荷重ブロック移動数 5：1 ブロック
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b）ピン柱脚 荷重ブロック移動数 10：半ブロック 
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c）ピン柱脚 荷重ブロック移動数 5：半ブロック 
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d）固定柱脚 荷重ブロック移動数 5：1 ブロック 
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e）固定柱脚 荷重ブロック移動数 10：半ブロック 
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f）固定柱脚 荷重ブロック移動数 5：半ブロック 

Figure 4．Relationship between load distribution and 

moment 
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